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我々は、ALMA 計画の最高周波数帯 (787-950GHz)であるBand10 Cartridge受信機の開発を行っている。現在、
2008年 2月に開催予定の Preliminary Design Reviewに向けて、その主な構成要素となる低雑音 SISミキサ、局部
発振器 (LO)系、冷却光学系及び構造体、広帯域 IF系に対して精力的に開発・検討を進めている。
発振電力の不足が懸念されてきた LO系については、固定同調式を用いてBand 10周波数帯において常温ではほ

ぼ 15µm以上出力できることを確認した。本LO系を用いた受信機雑音温度の評価もあわせて行い、10 dBの結合度
をもつBeam Splitterを用いた場合、Rn=10Ω程度の SISミキサを十分にPumpできることを確認した。Cartridge
受信機では導波管型入力を想定しており、現在冷却 LO系の検討・評価を進めている。
ミキサについては、NbNおよびNbTiNをベースとした SISミキサ素子の評価・検討を進めており、デザイン確

定に向けて各機関が協力的に開発に取り組んでいる。現在までに、NbNをベースとした導波管型 SISミキサは世界
最高と同等以上の性能を有することを確認している（小嶋他、本年会）。今後、高臨界電流密度の SISミキサ開発
を進め、さらに低雑音化・広帯域化を図る必要がある。また、Band 10周波数帯で用いるWR-1.2導波管は損失が
非常に大きいことを実験的に見出したため、RF信号の通過損失を最小にするために 10 dBカプラを一体化したミ
キサブロックを新たに設計した。
本講演では Band 10 Cartridge受信機開発の現状と課題について報告を行う。


